
今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
「
三
鷹
市

自
転
車
の
安
全
利
用
に
関
す
る
条
例
」

の
提
案
が
あ
り
、建
設
委
員
会
に
付
託
、

審
査
の
う
え
、
３
月
25
日
の
本
会
議
で

可
決
さ
れ
た
。

市
内
で
起
こ
る
交
通
事
故
の
う
ち
、

自
転
車
が
関
係
す
る
事
故
は
全
体
の
半

数
近
く
を
占
め
る
。
ま
た
、
三
鷹
駅
は

自
転
車
の
乗
入
れ
台
数
が
都
内
で
最
多

で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

市
民
の
自
転
車
の
安
全
利
用
に
関
す
る

意
識
の
向
上
を
図
り
、
市
民
生
活
に
お

け
る
自
転
車
の
交
通
安
全
を
推
進
す
る

た
め
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
条
例
の
主
な
内
容
は
、
市
長
、

関
係
団
体
、
事
業
者
及
び
自
転
車
利
用

者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
定
め
る
ほ

か
、
自
転
車
利
用
者
に
対
し
て
自
転
車

の
安
全
利
用
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催

し
、
そ
の
修
了
者
に
対
し
て
自
転
車
安

全
運
転
証
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
歩
行
者
等
に

危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
な

運
転
を
す
る
自
転
車
利
用
者
に
対
し
、

必
要
な
指
導
又
は
勧
告
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
平
成
16

年
４
月
１
日
で
あ
る
。

今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
「
三
鷹
市

職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
の
提
案
が
あ
り
、
総
務
委
員
会
に

付
託
、
審
査
の
う
え
、
３
月
25
日
の
本

会
議
で
可
決
さ
れ
た
。

市
で
は
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
大

綱
及
び
同
実
施
方
策
を
策
定
し
、
平
成

13
年
度
か
ら
の
５
年
間
で
120
人
の
職
員

定
数
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し

か
し
、
市
財
政
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
状

況
は
極
め
て
厳
し
く
、
一
層
の
行
財
政

改
革
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
、

取
組
み
を
強
め
た
。
そ
の
結
果
、
目
標

年
次
を
２
年
前
倒
し
し
、
16
年
度
当
初

に
計
画
達
成
の
見
通
し
と
な
っ
た
。

こ
の
議
案
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

の
結
果
を
受
け
、
職
員
定
数
を
１
千
238

人
か
ら
１
千
128
人
と
す
る
も
の
で
あ

る
。こ

の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
平
成
16

年
４
月
１
日
で
あ
る
。

▽
三
鷹
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
公
務
災
害
補
償
等

の
実
施
又
は
審
査
に
対
し
、
虚
偽
の
報

告
等
を
し
た
場
合
の
罰
金
の
額
を
見
直

し
）

▽
三
鷹
市
健
康
福
祉
基
金
条
例
（
厚
生

委
員
会
付
託
、
高
齢
化
社
会
対
策
基
金

の
設
置
目
的
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

名
称
を
健
康
福
祉
基
金
と
す
る
）

▽
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

（
総
務
委
員
会
付
託
、
屋
外
広
告
物
の

設
置
許
可
申
請
手
数
料
を
引
き
上
げ
）

▽
三
鷹
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
U

条
例
の
一
部
改
正（
厚
生
委
員
会
付
託
、

浴
室
使
用
料
と
し
て
１
人
１
回
100
円

を
新
た
に
徴
収
）

▽
三
鷹
市
立
児
童
遊
園
条
例
の
一
部
改

正
（
野
崎
二
小
北
児
童
遊
園
を
新
設
）

▽
三
鷹
市
牟
礼
老
人
保
健
施
設
条
例
の

一
部
改
正
（
厚
生
委
員
会
付
託
、
医
療

情
報
提
供
書
等
の
各
種
証
明
書
の
発
行

手
数
料
を
新
た
に
徴
収
）

▽
三
鷹
市
介
護
福
祉
条
例
の
一
部
改
正

（
厚
生
委
員
会
付
託
、
介
護
認
定
審
査

会
の
委
員
定
数
を
増
員
）

▽
武
蔵
野
市
と
三
鷹
市
と
の
間
の
公
共

下
水
道
事
業
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の

変
更
（
武
蔵
野
市
公
共
下
水
道
神
田
川

排
水
区
の
汚
水
の
流
入
先
を
東
京
都
落

合
処
理
場
か
ら
東
京
都
森
ヶ
崎
水
再
生

セ
ン
タ
U
に
変
更
）

（２）

１６・５・２

自
転
車
の
安
全
利
用
に
関
す
る
条
例
を
可
決

〜
講
習
の
修
了
者
に「
安
全
運
転
証
」交
付

６

会

計

予

算

の

補

正

今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
、
特
別
用

途
地
区
内
で
の
建
築
制
限
を
定
め
た
３

件
の
条
例
議
案
の
提
案
が
あ
り
、
建
設

委
員
会
に
付
託
、
審
査
の
う
え
、
３
月

25
日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
。

▽
三
鷹
市
特
別
商
業
活
性
化
地
区
内
に

お
け
る
建
築
制
限
に
関
す
る
条
例

▽
三
鷹
市
特
別
都
市
型
産
業
等
育
成
地

区
内
に
お
け
る
建
築
制
限
に
関
す
る
条

例▽
三
鷹
市
特
別
文
教
・
研
究
地
区
内
に

お
け
る
建
築
制
限
に
関
す
る
条
例

三
鷹
市
で
は
、
用
途
地
域
等
見
直
し

の
中
で
、
良
好
な
住
環
境
を
さ
ら
に
永

続
的
な
も
の
に
す
る
様
々
な
工
夫
を
図

っ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
が
「
特
別
用
途

地
区
の
指
定
」
で
あ
る
。

こ
の
特
別
用
途
地
区
の
区
域
の
指
定

は
、
都
市
計
画
で
定
め
ら
れ
る
が
、
地

区
内
の
具
体
的
な
建
築
制
限
は
、
条
例

で
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
制
定
さ
れ
る
３
件
の
条
例
は
、

市
内
に
分
散
す
る
商
店
街
や
工
場
、
教

育
研
究
施
設
等
、
現
在
の
ま
ち
並
み
の

中
で
、
活
力
と
特
色
を
醸
し
出
し
て
い

る
地
域
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
マ
ン
シ

ョ
ン
だ
け
の
地
域
と
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
指
定
地

区
内
の
一
定
規
模
以
上
の
建
物
に
つ
い

て
、
新
築
、
建
替
え
等
に
際
し
、
本
来

の
土
地
の
用
途
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
の

併
設
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

今
後
指
定
さ
れ
る
の
は
、
特
別
商
業

活
性
化
地
区
（
主
に
商
業
施
設
の
設

置
）、
特
別
都
市
型
産
業
等
育
成
地
区

（
主
に
工
場
や
事
業
所
施
設
等
の
設

置
）、
特
別
文
教
・
研
究
地
区
（
主
に

教
育
・
研
究
施
設
の
設
置
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
別
用
途
地
区
の
都
市
計
画

決
定
の
告
示
の
日
で
あ
る
。

今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
平
成
15
年

度
一
般
会
計
ほ
か
５
会
計
補
正
予
算
の

提
案
が
あ
り
、
総
務
委
員
会
に
付
託
、

審
査
の
う
え
、３
月
25
日
の
本
会
議
で
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
６
億
９
千
21
万
１
千
円
を
追
加
し
、

総
額
560
億
３
千
883
万
７
千
円
と
す
る
と

と
も
に
、
繰
越
明
許
費
及
び
地
方
債
の

補
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

歳
出
で
は
、
総
務
費
で
、
１
点
目
が

職
員
人
件
費
の
増
１
億
７
千
546
万
１
千

円
で
あ
る
。
２
点
目
が
、
ま
ち
づ
く
り

施
設
整
備
基
金
の
元
金
積
立
金
の
増
１

億
814
万
円
で
あ
る
。

民
生
費
は
、
１
点
目
が
職
員
人
件
費

の
減
１
億
１
千
46
万
１
千
円
、
２
点
目

が
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
の
増
２
億
２
千
240
万
８
千
円
、

３
点
目
が
老
人
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

の
増
１
億
３
千
540
万
５
千
円
で
あ
る
。

衛
生
費
は
、
１
点
目
が
職
員
人
件
費

の
減
500
万
円
、
２
点
目
が
基
本
健
康
診

査
関
係
費
の
増
２
千
462
万
４
千
円
で
あ

る
。土

木
費
は
、
１
点
目
が
職
員
人
件
費

の
減
１
千
800
万
円
、
２
点
目
が
再
開
発

事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
２
億

８
千
900
万
円
で
あ
る
。

消
防
費
は
、
消
防
事
務
事
業
東
京
都

委
託
関
係
費
の
減
８
千
936
万
６
千
円
で

あ
る
。

教
育
費
は
、
職
員
人
件
費
の
減
４
千

200
万
円
で
あ
る
。

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
３
千
294
万

４
千
円
、
都
支
出
金
１
千
793
万
４
千
円

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
。
ま
た
、
寄
附

金
で
９
千
142
万
円
、
繰
入
金
で
２
億
５

千
891
万
３
千
円
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
。

さ
ら
に
、
市
債
で
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
２
億
８
千
900
万
円
増
額
す
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
１
億
２
千
630
万
円
を
減
額
し
、
総
額

を
128
億
５
千
316
万
円
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

再
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

歳
入
予
算
、
繰
越
明
許
費
及
び
地
方

債
の
補
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

右
の
２
特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
、

い
ず
れ
も
歳
入
予
算
の
補
正
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

受
託
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
５
億
７
千
869
万
８
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
25
億
７
千
230
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

職
員
定
数
を
１
千
　

人
に

三

鷹

市

農

業

公

園

の

設

置

今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
「
三
鷹
市

農
業
公
園
条
例
」
の
提
案
が
あ
り
、
建

設
委
員
会
に
付
託
、
審
査
の
う
え
、
３

月
25
日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
。

本
市
で
は
、
平
成
15
年
５
月
に
「
三

鷹
市
農
業
振
興
計
画
（
改
定
）」
が
策

第
１
回
臨
時
会

市
税
条
例
の
改
正
等
３
件
を
可
決

三
鷹
市
議
会
は
、
平
成
16
年
第
１
回

臨
時
会
を
３
月
31
日
に
開
催
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
市
長
か
ら
３
件

の
議
案
の
提
案
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
可

決
さ
れ
た
。

▽
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
条
例

改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
主
な
改
正

点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
個
人
市
民
税
関
係
】

１
　
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
の
加
算

額
を
、
現
行
の
24
万
円
か
ら
22
万
円
に

引
き
下
げ
る
。

２
　
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
の
加
算

額
を
、
現
行
の
36
万
円
か
ら
35
万
円
に

引
き
下
げ
る
。

３
　
生
計
を
一
に
す
る
妻
に
対
す
る
均

等
割
の
非
課
税
措
置
を
、
平
成
17
年
度

課
税
か
ら
段
階
的
に
廃
止
す
る
。

４
　
均
等
割
の
人
口
段
階
別
の
税
率
区

分
廃
止
に
伴
い
、
現
行
の
年
額
２
千
500

円
を
３
千
円
と
す
る
。

５
　
老
年
者
控
除
（
現
行
48
万
円
）
を

平
成
18
年
度
課
税
か
ら
廃
止
す
る
。

６
　
土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
所
得
に
係

る
税
率
を
平
成
17
年
度
課
税
か
ら
引
き

下
げ
る
。

【
固
定
資
産
税
関
係
】

家
屋
の
附
帯
設
備
に
係
る
所
有
者
の

み
な
し
課
税
の
規
定
を
整
備
す
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
平
成
16

年
４
月
１
日
で
あ
る
が
、
老
年
者
控
除

の
廃
止
に
係
る
規
定
は
、
17
年
１
月
１

日
で
あ
る
。

▽
三
鷹
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害

補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
」
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
消
防
団
員
等
の

公
務
災
害
に
係
る
補
償
基
礎
額
、
配
偶

者
に
係
る
扶
養
加
算
額
及
び
介
護
補
償

の
月
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
平
成
16

年
４
月
１
日
で
あ
る
。

▽
三
鷹
市
農
業
公
園
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
第
１
回
定
例
会
で
議
決
し

た
「
三
鷹
市
農
業
公
園
条
例
」
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
る
農
業
公
園
に
つ
い
て
、

「
東
京
む
さ
し
農
業
協
同
組
合
」
を
指

定
管
理
者
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
東
京
む
さ
し
農
業
協
同
組
合
」
は
、

三
鷹
市
の
緑
化
推
進
の
拠
点
で
あ
る
緑

化
セ
ン
タ
U
を
経
営
し
、
農
業
に
関
す

る
専
門
的
な
知
識
、
経
験
及
び
技
術
を

有
す
る
と
し
て
、
条
例
の
基
準
に
適
合

す
る
団
体
と
し
て
指
定
さ
れ
る
。

な
お
、
指
定
の
期
間
は
16
年
４
月
１

日
か
ら
26
年
３
月
31
日
ま
で
で
あ
る
。

定
さ
れ
た
。

こ
の
議
案
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き

市
民
が
農
業
と
緑
を
身
近
に
学
び
、
触

れ
、
親
し
み
、
相
互
に
交
流
す
る
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
農
業
振
興
及
び

緑
化
推
進
の
拠
点
と
し
て
新
川
六
丁
目

30
番
16
号
に
三
鷹
市
農
業
公
園
を
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
。

条
例
の
主
な
内
容
は
、
農
業
公
園
が

行
う
事
業
、
農
業
公
園
に
置
く
施
設
等

に
つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、
農
業
公
園
の

管
理
に
関
す
る
事
務
を
代
行
す
る
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
き
等
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
平
成
16

年
４
月
１
日
で
あ
る
。

な
お
、
農
業
公
園
の
指
定
管
理
者
に

つ
い
て
は
、
３
月
31
日
の
第
１
回
臨
時

会
で
、「
東
京
む
さ
し
農
業
協
同
組
合
」

を
指
定
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。

▽
三
鷹
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正

▽
三
鷹
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正

（
右
の
２
件
と
も
に
総
務
委
員
会
付
託
、

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
そ

れ
ぞ
れ
規
定
を
整
備
）

三
鷹
市
議
会
の
平
成
15
年
中
の
活
動
に
つ
い
て
、
会
期
日
数
や
一
般
質
問

の
回
数
な
ど
具
体
的
な
数
字
を
も
と
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

Ω
年
間
の
通
算
会
期
日
数
は
、
90
日
間

本
会
議
に
は
、
定
例
会
と
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

平
成
15
年
中
に
は
、
定
例
会
は
３
月
（
２
月
27
日
に
開
会
）、
６
月
、
９

月
、
12
月
に
、
ま
た
、
臨
時
会
は
５
月
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
５
回
の
本
会
議
の
通
算
会
期
日
数
（
招
集
日
か
ら
最
終
日
ま
で
の

日
数
）
は
、
全
体
で
90
日
間
に
達
し
て
い
ま
す
。

Ω
委
員
会
の
開
催
回
数
は
、
92
回

市
議
会
で
は
、
本
会
議
の
ほ
か
に
も
多
く
の
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。

平
成
15
年
中
に
は
、
常
任
委
員
会
（
４
委
員
会
）、
特
別
委
員
会
（
７
委

員
会
）
及
び
議
会
運
営
委
員
会
が
、
こ
れ
ら
全
体
の
合
計
で
92
回
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
６
月
に
は
、
新
市
長
に
よ
る
補
正
予
算
を
審
査
す
る
た
め
、「
平

成
15
年
度
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

Ω
本
会
議
で
の
議
決
件
数
は
、
121
件

本
会
議
で
は
、
予
算
・
決
算
を
は
じ
め
、
条
例
や
公
共
工
事
の
契
約
、
意

見
書
・
決
議
な
ど
、
様
々
な
案
件
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

平
成
15
年
中
に
は
、
合
計
で
121
件
に
の
ぼ
る
議
案
等
が
審
議
、
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
な
ど
か
ら
の
請
願
21
件
を
受
理
し
、
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

Ω
一
般
質
問
の
質
問
者
数
は
、
延
べ
67
人

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
各
定
例
会
の
本
会
議
の
場
で
、
市
の
行
政
全
般

に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
す
も
の

で
す
。

平
成
15
年
中
に
は
、
延
べ
８
日
間
で
67
人
の
議
員
が
市
政
に
関
し
て
様
々

な
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

Ω
本
会
議
の
傍
聴
者
数
は
、
延
べ
332
人

平
成
15
年
中
に
は
、
延
べ
332
人
の
方
が
本
会
議
を
傍
聴
し
て
い
ま
す
。

議

会

活

動

そ
の
他
の
可
決
議
案

今年の10月のグランドオープンにむけて

順次整備が行われる農業公園

自転車による事故を減らしたい

…４月10日に開催された第１回講習会

特
別
用
途
地
区
内
で
の
建
築
を
制
限

平
　
成

15
年
度

〜
数
字
で
見
る
１
年
間
〜


